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１．活動内容 

1) 真空断熱材の開発 

 賢材研メンバー(JFCC､積水化成品工業､ルネッサンスエナジーインベストメント､長岡技術科

学大､名古屋工業大)で実施した「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発(H19～H23 年度)」の研

究成果を基に、NEDO「太陽熱エネルギー活用型住宅の技術開発(前半：H24/6～H25/12 月)」が

終了しましたが、ステージゲート方式の後半の実証ステージ（H26/6～H27 年度）に OM ソーラ

ーグループで窓用の断熱間仕切り向けに真空断熱材の供給を行い、実証試験中です。 
 2014 年 6 月から 3 年間の計画で真空断熱材の JIS/ISO 委員会が立ち上りました。性能評価・

表記原案と熱物性・耐久性試験法の 2 つの委員会に参加しています。また、IEA（国際エネルギ

ー機構）の EBC（建物とコミュニティーのエネルギー作業部会）の中に国際研究プロジェクト

Annex65「建築用高性能断熱材の長期性能」が 2013～2017 年の予定で立ち上がり、こちらにも

参加しています。2015/2 月の第 1 回総会に参加してきましたが、EU では、真空を引かない熱伝

導率 0.02W/mK 以下の APM（Advanced Porous Material）の開発がアクティブに進められてい

る点に、日本の遅れを感じました。 

2) 愛知県：超早期診断プロジェクト 

 「知の拠点あいち」を中心に実施している愛知県の重点研究プロジェクト事業（H23 年～H27
年度）の一つである「超早期診断技術開発プロジェクト」に参画し、低侵襲で継続的に計測する

ための高感度な計測技術の開発に取り組んでいます。開発品の尿塩分センサを用い、随時尿から

塩分摂取量を推定するための実証試験を開始しました。 

3) 高度分析装置を用いた材料評価 

 2014/5 月から分析・評価を中心にした組織にとなり、セラミックス、樹脂、金属と幅広い材料

の微細構造を分析するための高度分析方法にチャレンジしています。従来から行っていた放射光

を用いた XAFS に加え、放射光小角散乱、ナノテクプラットフォームを利用した TOF-SIMS な

ど広げています。それ以外にも生産での経験知を定量化するための評価法についても検討中です。 
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